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「空港グランドハンドリング協会」設立！

8月25日(金)、国内の空港業務に携わる企業の業界団体として、
「空港グランドハンドリング協会(50社加盟／代表理事・会長：ANA
エアポートサービス株式会社・小山田 亜希子 代表取締役社長)」が設立
され、羽田空港でおこなわれた設立総会では、定款や事業計画などが確
認されました。
同協会は、6月に国土交通省が取りまとめた「空港業務の持続的発展

に向けたビジョン」に基づき創設されたものですが、航空連合はかねて
グランドハンドリング人材確保の視点から、業界団体設立の重要性を
提言して

～魅力ある空港業務の創造に向けた役割発揮に期待！～

航空連合2022-2023産業政策提言 抜粋
『人材不足の根幹となっている労働条件改善には投資が必要で
す。事業者間で人材や環境整備への投資に極端な差が生じるこ
とのないよう、国がリーダーシップを発揮して取り組みを後押
しする必要があります。具体的には、グランドハンドリング
アクションプランの進捗について、国が定期的に確認し、課題
に対して早期に対応できる体制を整備することや、グラハン
事業者による業界団体の設立も視野に、官民のさらなる連携
強化を図ることが重要です。』

提言してきており、今般、
それが実現したものです。
今後は、産業レベルでの

労使関係の構築をめざして
早期に同協会と対話し、
業界内に山積する問題の
改善・解決に向けて連携を
強化していきます。
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